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◆ 小網代の春を探す！ 
聞いて、探して、見つけて、絵てがみも描きましょう 

2017年 4月 29日（土・昭和の日） 

 第６回交流会のテーマは小網代の

春を探す！ 聞いて、探して、見つ

けて、絵手紙も描きましょうという

盛りだくさんの内容が通信に示され

ていました。さえずり・花・香り・

蛙の声・全身に春を感じてリフレッ

シュしましょうとも。 

 どうやってこの複雑な内容を皆さ

んと共有できるかしばらく考えまし

たが、やっぱりこれっきゃない、小

網代の森を守る会時代に試みた５感

を磨くネイチャービンゴだ！今回は

下見の時に見つけた春を交流会にも

皆さんと共有したいと考えて、見つ

けて欲しい春を８つ、掲げて歩きました。見つけ次第声に出して共有しましょう。最後まで５感をフ

ル活用、「これって流行りの脳トレよ」と呼びかけて。 

     題して      春！まっさかり 小網代の森 ネイチャービンゴ 

① 春においでと誘う鳥・・・ちょっとこい コジュケイ 外国人はピープルプレイと聞きなすそうです。 

② 春の妖精・・・ ツマキチョウ （イヌガラシが食草 ２週間ほどしか命がないとか） 

③ 雄は茶色、雌は透明、たまに雄がメスの振りして透明の羽を持つ。（最近名前がアサヒナカワトンボと変わった） 

④ 鶯
ウグイス

の巣を探して托卵する鳥・・・ホトトギス  ５月半ばには三浦半島に飛来していると思われます。 

⑤ 春の妖精青い花・・・フデリンドウ これは一部の場所にしか生えていないのです。 

⑥ 月夜のたんぼでコロコロとなく・・・・シュレーゲルアオガエル 名づけたドイツ人が自分の恩師の名前をつ

けたんだとか。 

⑦ 生まれたてのナナフシの子・・・1週間まえの下見で見つけたけれど、果たして今日はどこに？ 

⑧ でたてのヤマユリの茎・・・・花はすぐに分かるけど茎を想像できますか？ 

第 6回 交流会 
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 この８つの発見？を目標にして歩き始めました。参加者は全部で１２名。もう目、口、耳

がランランと輝きます。今回は特に植物がお好きなＨさんがゲスト参加されて、最初の階段

から色々教えてくださり大活躍。Ｈさんが詳しく書いて下さったので、次の紙面で紹介しま

す。残念ながら紹介はヤナギテラスまでなのですが・・・。 

 ともあれ、何か見つけるたびに大きな声で 、

森の中ほどでほとんどの方がビンゴ！ヤナギテラ

スで賞品を受け取りました。守る会時代の販売品

の残りのレアものばかり！ 

 エノキテラスまではシュレーゲルの声を聞き、

サラサヤンマやツマキチョウを見つけながら歩き

ました。ここでまとめをしたかったのですが、こ

こは静かにという気持ちが大きくなってお弁当だ

けに終わってしまいました。この紙面をお借りし

て・・・・。 

 新しい発見や教えてもらったこと・・・。クサ

ニワトコ（ソクズ）、リョウメンシダの芽生えが

コゴミゼンマイそっくりなこと、カニの巣穴の回

りにある苔はジャゴケという名前。 

お久しぶり・・・ナルコユリ２株、以前とは違

う場所に。 

 刈り取られ残ったノイバラにヒメクロオトシブミの

ゆりかごが。  

求めた８つの春はツマキチョウとホトトギスが

未発見でしたが、参加者全員がビンゴになりまし

た。ちなみに我が家では５月１９日の夜にホトト

ギスの声を聞きました。今年は渡りが遅くなった

のでしょう。 

 

 

 

 

昆虫が見つかる度にＭさんに教えてもらい 見慣れない植物はゲストのＨさんに教えてもらい 和

気あいあいの楽しい交流会でした。そうそう毎年参加のＫさん親子はどんどんマイペースで歩かれ、

私達を抜いて行きました。先頭歩きから新しい森情報を発信していただき、穏やかに交流会が進行す

る助けをしていただきました。参加の皆さん、素敵な一日を有難うございました。 

 

第６回交流会担当 宮本美織（写真・浪本晴美） 

フデリンドウ 
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サロン小網代 随想 

随
想 

小
網
代
て
ん
て
ん 

 

花
の
階
段 

― 

ミ
ズ
キ 

須
田
漢
一 

 
 

木
が
輝
く
と
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
。 

早
春
。
と
が
っ
た
新
芽
が
ふ
く
ら
む
と
き
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
淡
い
若
葉
が
枝
先
で
ふ
る
え
て
い
る
こ
ろ
な
の

か
。
初
夏
に
か
け
て
、
多
彩
な
色
と
形
の
花
を
咲
か
せ
て

い
る
と
き
な
の
か
。
盛
夏
。
強
い
光
の
中
で
深
緑
の
葉
を

茂
ら
せ
る
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
秋
。
葉
が
、
黄
、
茶
、
赤
と

色
づ
く
と
き
、
か
。
冬
。
本
来
の
樹
形
が
は
っ
き
り
と
わ

か
る
、
立
ち
姿
を
い
う
の
か
。 

 

― 

５
月
、
引
橋
の
台
地
上
か
ら
小
網
代
の
谷
を
見
下

ろ
す
と
、
い
ち
め
ん
緑
に
お
お
わ
れ
た
森
の
中
に
白
い
花

を
、
あ
ち
ら
に
も
、
こ
ち
ら
で
も
目
に
す
る
。 

 

ミ
ズ
キ
で
あ
る
。 

 

植
物
の
分
類
（そ
の
他
も
）が
苦
手
な
私
に
も
、
そ
の
独

特
な
枝
ぶ
り
か
ら
、
一
目
で
ミ
ズ
キ
と
わ
か
る
。
５
月
か

ら
６
月
頃
、
水
平
に
ひ
ろ
が
っ
た
枝
の
先
に
白
色
で
４
弁

（十
字
形
）の
小
花
を
多
数
開
く
。
ひ
と
つ
ず
つ
の
花
は
小

さ
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
集
ま
っ
て
、
散
房
状
に
こ
ん
も

果
実
に
口
吻

こ
う
ふ
ん

を
さ
し
こ
ん
で
汁
を
吸
う
。
や
が
て
10

月
の
こ
ろ
、
紫
黒
色
に
熟
し
た
こ
の
果
実
を
、
ヒ
ヨ
ド
リ

が
た
ら
ふ
く
食
う
だ
ろ
う
。 

 

葉
の
落
ち
た
冬  

― 

小
枝
は
鮮
や
か
な
赤
褐
色
に

燃
え
る
。
東
北
地
方
は
も
と
よ
り
、
関
東
の
一
部
で

も
、
そ
の
枝
に
白
い
餅
玉
を
刺
し
て
、
正
月
の
飾
り
を
つ

く
っ
た
。
鳥
た
ち
は
そ
の
御
裾
分
け
に
あ
ず
か
り
、
ひ

と
と
き
の
生
命
を
つ
な
い
だ
。
そ
れ
は
マ
ユ
ダ
マ
ノ
キ
、

メ
ー
ダ
マ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
、
新
し
い
年
を
む
か
え
る
気

持
を
わ
か
せ
て
く
れ
た
。 

 

ミ
ズ
キ
は
、
花
も
、
葉
も
、
果
実
も
、
昆
虫
や
鳥
た

ち
の
命
を
助
け
た
。
ミ
ズ
キ
の
多
い
東
北
地
方
で
は
、

な
め
ら
か
で
、
白
く
、
削
り
や
す
い
こ
の
木
を
、
「
こ
け

し
」
の
材
料
に
し
た
。
ま
た
、
俗
に
柳

や
な
ぎ

箸ば
し

と
い
わ
れ
る

正
月
の
祝
箸
は
、
ミ
ズ
キ
の
材
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
人
の
祭
り
事
に
も
欠
か
せ
な
い
木
で
あ
っ
た
。 

 

ミ
ズ
キ
は
花
の
見
事
さ
だ
け
で
は
な
く
、
四
季
お
り

お
り
、
人
や
生
き
物
の
な
か
で
、
輝
い
て
い
る
。 

 

２
０
１
４
／
５
／
１
０ 

観
察 

り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
や
で
も
華
や
か
に
見
え
る
。 

 

山
野
に
ご
く
普
通
に
あ
る
ミ
ズ
キ
は
、
高
さ
が
10
メ

ー
ト
ル
か
ら
20
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
の
に
、
花
の
咲
い

て
い
な
い
と
き
は
、
他
の
木
に
埋
も
れ
た
よ
う
で
、
目
立

た
な
い
。 

 

戦
後
、
燃
料
不
足
か
ら
、
日
本
中
ど
こ
に
も
共
通
し

た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
三
浦
半
島
で
も
多
く
の
林

が
伐
ら
れ
、
ミ
ズ
キ
も
薪
炭
や
建
築
材
と
し
て
近
郊
へ

送
ら
れ
た
。
下
草
や
低
木
は
焚
き
付
け
と
し
て
刈
ら

れ
、
そ
の
周
辺
は
明
る
く
な
っ
た
。
空
い
た
土
地
へ
最
初

に
侵
入
し
た
の
は
一
年
草
、
次
に
多
年
草
、
順
を
追
っ

て
低
木
が
生
え
、
や
が
て
、
埋
も
れ
て
い
た
ミ
ズ
キ
の
実

が
芽
生
え
、
成
長
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
種
子
が

生
育
し
て
、
林
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
が
、
い
ま
、
壮
年
期

を
迎
え
、
小
網
代
の
森
や
武
山
、
大
楠
山
、
子
安
の

里
、
二
子
山
稜
な
ど
で
大
樹
に
な
っ
て
い
る
。 

 

‥
‥ 

花
盛
り
の
ミ
ズ
キ
に
近
づ
く
。
扇
の
要

か
な
め

か
ら

伸
び
た
枝
に
、
た
く
さ
ん
の
花
を
載
せ
て
い
る
。
ま
る
で

花
の
階
段
だ
。
ア
ブ
の
羽
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
や
ハ
ナ
ム
グ
リ
も
い
る
。
ガ・

の
幼
虫
が
や
わ
ら
か

な
葉
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
。
カ
メ
ム
シ
た
ち
は
脹
ら
ん
だ

26 
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 我が国の歴史上の出来事が、初めて中国の国書へ文字として登場した卑弥呼女王。それよりも更に、３３

００年も古い時代に王朝が確立され文字や記録が残るエジプト。それらを表徴するような巨大なピラミット

群やスフィンクス、誰しも遠望しこの手で触れてみたいなと思うことだろう。 

 エジプトの首都カイロ、アラビヤ語名はアル・カーヒラ、勝利の都市を意味する。 

世界的に有名なカイロ博物館、建物周辺の水場にはパピルス（紙の原料）が生えている。数多くの展示品の

中で世界的に有名で最大級のものは、若き王ツタンカーメンの黄金のマスクである。 

 ピラミット群は、アフリカ大陸最大の大河ナイル川を渡りカイロから約１３キロ南にある。 

高さは、キザのクフ１４６メートル。 カフラー１４３．５メートル。 メンカフラー６５．５メートルの

３基が並んでいる。他に有名なものでは、階段状のサッカルのジエセル６０メートル。いびつで傾斜角度が

変わるダハシュールのスネフル１０５メートル等がある。確認されているピラミット群の総数は約６０基、

また約１００基という記録もあり、一人の王が複数基のピラミットを造ったという例もあると伝えられる。 

 最大のクフ王ピラミットは約４５００年前の建造、素材はサイコロ様の角型の石灰岩を積み重ねたもの

で、創建時は１４７メートルといわれる。この巨大な石灰岩２メートル正方形の石を、人々は灼熱の炎天下

に積み重ねる作業を黙々と続けていったものである。 

中央部にあるカフラーのビラミットの守護神で、大ス

フィンクスと呼ばれ長さが５７メートル、高さは２０メ

ートル。顔が人、体はライオンで昔は砂中へ埋まってい

たものを１９２６年に全体像を掘り出したものである。

顎鬚の一部がイギリスの大英博物館へ持ち去られたと伝

わる。各ピラミット周辺には、王妃王族の小型なピラミ

ットが数多く並んでいる。 

 特別料金を支払い、クフ王のピラミット内部へ入るこ

とができる。長大な鉄梯子で降りて行くので腰が痛くな

るよといわれたが、私も物珍しさに入ってみる。薄暗く

て、お化け屋敷へ入る気分で湿っぽい感じがする。この

穴は９世期に開けられた盗掘抗ともいわれる。 

 小池百合子東京都知事。女子大を中退しカイロ大学へ

留学、イスラムの共通言語であるアラビヤ語に精通、通訳もできる。４０年前の在学中、Ｇパン姿で学友達

とピラミットへ登る。強風で吹き飛ばされるというのに、頂上で和服に着替え座布団へ正座し、写真撮影し

た記録が残る。現在は、登頂厳禁。 

 イスラムの教典であるコーラン。日本語訳や英語訳もあるが、真髄に触れるには原本のアラビヤ語で読み

理解すべきであるという。食べ物では、イスラム教はブタを汚らわしいといって避ける。イスラム諸国の中

国料理ではブタ肉を使わない。また、酒やビール等アルコール類は一切飲まない。インドではヒンズー教の

聖なるウシを食べない。イスラエルのユダヤ教では鱗の無い魚介類（エビ、カニ、タコ、イカ等）は食べな

い。我が国では、精進料理を毎日食べているという人は少ないと思いますね。 

◎ 警察官がヒトコブラクダへ騎乗して、ピラミット周辺をパトロールしている。中国や中央アジヤの駱駝は

フタコブラクダである。見ていると実にバランスが悪く乗り難くそう。珍しいので、カメラを向けると

「チップ」を要求される。なんじゃこの国はと思う。 

◎ エジプト名物のハト料理。野生のハト捕獲用のタワーを各所で見る。小さな灯台に似て各所に穴が開いて

いる。一度ハトが忍び込んだら脱出不可能。レストランで皿の上に変わり果て調理されたハトが乗ってい

る。チキンだと思い食べてみる。 

◎ イスラムのお正月といわれる「ラマダン明け」。旧歴なので年毎に１０日短い。それが偶然にもカイロで体

験。断食月（日の出から日没まで食事抜きで呑み水も否、レストラン等も昼間は休業）が明けた最初の日で

ある。子供たちは、お年玉を貰いきれいに着飾って皆なニコニコ顔をしている。大通りへテーブルを並べ、

ご馳走を飾り付け誰にでも食べて行けといってくれる。モスク（礼拝所）では、寄っておいでと声がかか

る。イスラム国なのに、ここでは素顔でスカート姿の女性達が腕を組み大手を振って歩いていた。  

サロン小網代 エジプト・ピラミットへ潜る ２００３年１１月の紀行 

2017.5.21 祖父川 精治 
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小網代を詩う 

長
く
の
思
い
出
が
こ
こ
に
あ
る 

 

次
の
思
い
出
に
な
っ
て
い
く 

今
日
の
景
色
も 

今
日
の
友
も 

留
め
る 

中
井 

由
実 

浦
の
川
に
沿
っ
て
歩
く 

イ
ノ
デ
谷
の
終
わ
り
あ
た
り 

新
し
い
堰
が
作
ら
れ
た
の
ね 

と 

一
緒
に
歩
い
て
い
た
一
人
が
つ
ぶ
や
い
た 

切
り
た
て
の
木
で
組
ま
れ
た
小
ぶ
り
の
堰 

 

区
切
ら
れ
た
の
は
浦
の
川
の
流
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と 

皆
が
知
っ
て
い
る
け
れ
ど 
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い
つ
で
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井 

由
実 

私
に
は 

ま
だ
た
く
さ
ん
の
時
間
が
あ
る
か
ら 

残
り
時
間
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
友
に 

森
歩
き
は
こ
こ
ま
で
に
し
て 

こ
れ
か
ら
会
い
に
行
く 

 

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
と
は
こ
の
こ
と 

こ
ん
な
に
森
に
は 

 

新
し
い
緑
が
光
っ
て
い
る
の
だ
も
の 

 

で
も 

い
い 

フ
デ
リ
ン
ド
ウ
に
会
え
た
か
ら 

間
近
に 

 

輝
く
ア
サ
ヒ
ナ
カ
ワ
ト
ン
ボ
を
見
た
か
ら 

懐
か
し
い
仲
間 

新
し
い
仲
間
と 

言
葉
交
わ
せ
た
か
ら 

 
小
網
代
は
ず
っ
と 

来
て
い
い
よ
と
言
っ
て
く
れ
る
か
ら 

思
い
出
の
森 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井 

由
実 

思
い
出
は
こ
こ
に
あ
る 

ず
い
ぶ
ん
昔 

息
を
吹
き
か
え
し
た
私
に 

葉
陰
か
ら
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
た 

ほ
う
ち
ゃ
く
そ
う 

今
日
は
ま
だ
少
し
緑
で 

恥
ず
か
し
そ
う 

 

細
い
谷
の
道
で 

手
を
つ
な
い
で
ご
ら
ん
と
揺
れ
て
い
た 

ア
ス
カ
イ
ノ
デ 

私
に
差
し
出
さ
れ
た
小
さ
な
手
の
持
ち
主
は 

 

今
は
も
っ
と
小
さ
な
手
を
引
い
て
い
る
だ
ろ
う
か 

 

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
手
す
り
の
向
こ
う
で 

柔
ら
か
に
伸
び
て
い
る
山
百
合
の
若
い
茎 

た
く
さ
ん
花
を
つ
け
て
も 

も
う 

採
ら
れ
る
心
配
は
し
な
く
て
い
い
の
ね 

 

森
半
ば
の
茂
み
の
下
に
は 

フ
デ
リ
ン
ド
ウ
の
鮮
や
か
な
青
紫 

一
気
に 

十
五
年
前
に
私
を
引
き
戻
す 

小
網
代
の
隅
々
に
レ
ン
ズ
を
向
け 

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
友
人
と
歩
い
た 

 



10 

 
 

 

 

みんなで考えよう感じよう！自分で考えよう！考えたら言い合いっこしよう！ 
第７回 

今回は・・・植物は何でも知っているの巻 
 

 

●話しかけて世話をするときれいな花がさいたり、おいしい実がなったりするってほんと？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●植物には感情があるんだろうか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●木をきるとすごく疲れるけど、ひょっとすると木からなにかでてる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の根や葉には切られたりしたときに自分の身を菌類などから守る働きがあるんだって。 

旧ロシアのＢ・Ｐ・トーキン博士がフィトン（植物）チッド（殺す）と名づけたらしい。森林の中を歩

くと気分がよいしくさい匂いがしない。お寿司屋さんに行くと木の抗菌作用を存分に利用して

いるのが分かる。ネタを入れたショウウインドウにはサワラ（酸化防止作用）などの針葉樹の葉

がしいてある。山葵も抗菌作用のアリルイソチオシアネートがある。経木やまな板にも抗菌作

用があるというよ。 免疫によい作用もするという研究がされているらしい。 

そうだ。ヒノキの精油を購入して部屋の中を森にしてやろう。 

話しかけるほど愛されて世話をしてもらっているからではないでしょうか。でも、ぶどうやトマトに

音楽を聞かせると甘くなるというのは聞いたことがあります。痩せた土地の野菜が逞しく育つよ

うに、音の振動がストレスになって、負けないぞ、と美味しくなるのかな。 

神津善行という作曲家が「植物と話がしたい」という書物を 1998年講談社から出してい

る。生体電位測定法という方法を再開発。利用してブナ林やマングローブの発信電波をコ

ンピュータ処理して人に聞こえる音にして聞いてみたという実験の結果などが書かれてい

る。一言で言うとその音は「入り込んではいけない世界に入り込んでしまった。略 植物界

も持っているであろう規則には我々が気がつかないものや理解しがたいものが数多くある

に違いない。その一つを垣間見たと申し上げるのが一番よいご説明の仕方かも知れな

い。マングローブのヒルギ林から取り込んだデータを音に転換して聞いた時、あまりにも面

白かったので、サキソフォンの音色に転換したものを松本英彦氏に聞かせたところ「こんな

演奏グループがいるのですか。日本ではないですよね。後略」ピアノの音に変換して日野

てるまさ氏に聞かせたところ、しばらく黙って聞き入っていたが「この人を紹介してくれませ

んか」と言われた。嘘のような本当の話です。 

木も切られると痛いんだね。だからあとで切り口にメンタムをぬってあげるんだ。 

植物はフェロモンや電気信号を出して会話したり、虫をひきつけたりしているそうですよ。人間

とは会話のしかたが少し違うだけです。傷つけられると、きっと悲鳴を上げるんでしょうね。 

仲間や他の細菌や虫に助けを求めているのかもしれません。植物とコミュニケーションできる

能力を持っているなんて素敵ですが、できれば敵にはなりたくないですね。 

きのこ栽培の部屋でモーツアルトを聞かせて育てているのをＴＶで見たことがあるよ。 

にわとりもモーツアルトを聴かせると、たくさんたまごを産むらしいよ。 

質問コーナー 

みーちゃん 

 ふあら 

はる 

みーちゃん 

みーちゃん 

はる 

 ふあら 
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●花はなぜいろんな色があるの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●どうして毒があるの？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ハーブと薬草の違いは？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

決まっています。人も「人生いろいろ」といっているじゃあありませんか。花なら当然色はいろい

ろです。早春に咲く花は黄色が多いなんていう方もおいでですがね。昆虫はどんな色がお好

きでしょうか。昆虫の目の色彩判断がどうなっているのか。研究した方もおいでだとか。 

モンシロチョウに蜜だけ同じにして人工で作った花の色をいろいろ変えて実験した人がいると

か。さてどんな結果がでたのでしょうか。 

こあじろで見かける毒のある植物：ハゼ、イラクサ、ヌルデ、テイカカズラ、ハエドクソウ、 

ヒガンバナ、ウラシマソウ、オニシバリ、アオツヅラフジ、トウダイグサ、マユミ、ヤツデ、 

エゴノキ、クサノオウ、ウマノアシガタ。今度出会ったら聞いてみよう。 

いろんな色があったほうが楽しいからだよ、きっと 

もしかすると、人間には毒でも、それが必要ないきものもいるかもしれないよ 

西洋ではハーブ、東洋では薬草と言っているだけなのではないですか。種類も重なることがあ

る。ウコンはターメリック、コリアンダーはパクチーなどと。この頃、薬膳と言って漢方薬を仕込

んだ料理もでるよね。毎日、薬膳のカレーを食べている有名人にかのイチローさんがいるよ

ね。主治医が見つかる診療所というＴＶ番組の日本薬科大学の学長をしているとか言う丁先

生も毎日、薬膳としてカレーを食べているそうです。二人ともとってもお元気ですね。そうだ。

今夜はカレーにしよう！ 

ハーブは香や味で気分のよくなる植物、薬草は病気に効く植物ってことかな？ 

でも、お茶ももとは薬として伝わったというし、コーヒーも最初は薬だったらしいから同じ？ 

植物のこと考えると地球のなくてはならない仲間なんだ、とうれしくなっちゃうね。 

みーちゃん 

 ふあら 

 ふあら 

はる 

みーちゃん 

 ふあら 

参考書 

★文春新書「植物はなぜ薬を作るのか」斉藤和孝 

 

帯より 

それは「動かない」という選択をした植物の 

「生き残り」戦略だった。 

ポリフェノール、解熱鎮痛薬、天然甘味料、 

抗がん薬まで－。 

なぜ、どのように植物は「薬」を作るのかを、植

物メタボロミクスの専門家が最先端の研究 

成果で説きあかす。 

おもしろ Q＆A の Q も A もひきつづき、募集しています！！ 

◆投稿先 e メールで：watashitachino@mori-club.com 

◆ファクスで：03-3774-9704 ファクス専用機です。24 時間受信可能！ 

◆交流会でスタッフへ手渡しで 

企画：森くらぶスタッフ  

進行：会員のみなさま 

★NHK 出版「植物は〈知性〉をもっている」 

 ステファノ・マンクーゾ＋アレッサンドラ・ヴィオラ 

★河出書房新社「植物はそこまで知っている 

 ---感覚に満ちた世界に生きる植物たち」 

ダニエル チャモヴィッツ 

★ベレ出版「植物の体の中では何が起こっている

のか」嶋田幸久・萱原正嗣 

 

※Amazon で人気があり、簡単に入手できる本を

挙げました。ほかにも面白い本がありましたら

ぜひ教えてください！ 
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今回は 2011年５月の作品「ノイバラ」をご紹介します。 

小網代の森の中にもわずかに残されています。園芸種のバラのようにゴージャスな外見ではないけれど、 

強く爽やかな香りを感じていただけたでしょうか。 

 

ノイバラ 2011年 5月 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

画 野内眞理子 

詩 中井由実 
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三浦半島の植物 
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◆スタッフの活動 

2017.03.26（日）  10：00～ スタッフ会議 

（横須賀市立 市民活動サポートセンター） 

午後通信印刷・発送 

2017.04.02(日）  水辺公園遠足 10:00YRP野比 

午後の交流会下見は季節が早すぎたため、４月 22日（土）に改めて行います。 

2017.04.18（火）  野内眞理子さん植物画展、搬入・設営 三浦市勤労市民センター 

13：30三崎口駅前集合 

2017.04.22（土）  10:00～ 三崎口駅前 4/29第 6回交流会下見  

14:00～16:00 スタッフミーティング 南下浦市民センター集会室（額縁作成） 

加曾利貝塚 縄文人の食べた残した貝殻の層 

◆6月 4日（日） 

エノキテラスで軽食を取りつつ、時を待つ。 

午後の日差しは強かったのに、夕方６時を過ぎると肌寒

いほどだ。 

ウグイス、ガビチョウ、ホトトギスの声もだんだん聞こえなく

なる。 

空の明るみが少しずつ消えて、１番星２番星と数えるうち

７時となる。 

われら一行も移動開始。 

シュレーゲルアオガエルのコロロ、コロロというドラミング

が谷に響き渡り、今日のホタルはどうだろうと期待感がい

や増す。 

ヤナギテラス手前の草原にメスのホタルだろうか、ポツリ

ポツリと光っている。と見ると川沿いにも、すぐそばにも飛

び交うオスのホタルが出始める。 

５月２９日頃が出現のピークだろうと言われていたが、今

日も想像したより多く出てくれた。ラッキーである。 

ヤナギテラスでは、ヘイケボタルも出始めた。 

夜間解放は今日までだが、ヘイケボタルのピークはいつ

頃になるのだろう？ 

今年は引橋入口から白髭側入口まで移動が自由なの

で、ゆっくりと登りながら観察できる。 

まん中湿地の手すりのある辺りが奥行があって両岸を見通

せるからか、最も多く観察でき、しばらくうっとりと見とれる。

月齢 10日の月が、ボードウォーク上に影を作る。ホタルの

光もはっきり見え、懐中電灯をつけなくても歩けるほどのち

ょうどいい明るさ。 

上流付近までホタルの光の明滅に囲まれて、大満足。 

光に導かれて新しい命がめばえ、来年も再来年もホタル

はこうして命をつなげていく。 

どうかいつまでも、たくさんの人間の子供たちがこの感動

を体験できますように。 

A.M                                     

◆5月29日（火）  ホタルの夕べ 

 夕方の静かな森へ入り、眼耳鼻舌身意

を開放しながらのんびりと歩を進めると、い

ろいろなものが感じられます。 

 小さな優曇華
う ど ん げ

の花。ふわふわの大きな毛

虫。カラスの足元をリスがチョロチョロ登りま

す。カワトンボが静かに舞っています。 

 昼間の気温が落ち着いて穏やかなエノ

キテラスに腰掛けていると、流れゆく薄雲

をとおして三日月が見下ろし、赤い夕焼け

が次第に薄れ、一番星のジュピターがぽ

つんと輝きだします。 

 もうすこし待って、麦星と真珠星が加わる

ころ、腰を上げて森の上流を目指して歩き

始めます。 

 河口の葦原が終わって森の木々が黒々

とシルエットになると、ひとつ、またひとつと

ホタルが飛び始めました。 

 あちらにも、こちらにも、どんどん森の奥

へと進むにつれて、飛び交うホタルの数も

どんどん増えて、ちかく遠く、それぞれに、

またまとまってピカピカと賑やかに舞って

います。 

 しばし見とれながら森を抜けると、空にも

たくさんの星が負けじとかがやいていま

す。あの星のどこかにもホタルがいるのか

しらと時空の不思議を思わずにいられませ

んでした。 N.T 

今日の小網代 

こあじろの森くらぶ NEWS 

H.N 画 
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2017.04.29（土・祝）  第 6回交流会 10:00三崎口駅前 

終了後野内眞理子さん植物画展、撤収 

（三浦市勤労市民センター） 

2017.05.14（日）  13:00～ スタッフミーティング 

（横須賀市立 市民活動サポートセンター）  

2017.05.29（月） 14:00～ スタッフ会議 

ホタル観察会参加 16:30三崎口駅前集合  

2017.06.04（日） ホタル観察会参加 16:30三崎口駅前集合 

2017.06.11（日） スタッフミーティング 総会資料打合せ、会場装飾準備 

四半世紀ほども前のこと、小網代の森を守る会の会員の皆さまにお願いして県や市に年賀状を送っていました。

中に「小網代の森はいいところだからのこしてください」と書いた小学生のハガキが印象に残っています。 

幼い願いは天に通じ、森は保全され、一つの目的に向かってともに年を重ねてきた、かけがえのないお仲間が

残りました。こあじろの森くらぶの活動を通じて顔を合わせ森の空気に包まれるとき、一番の喜びを感じていま

す。自然を楽しみつつ静かに見守り続ける、未来の森のために、私たちのような存在はなくてはならないものだと

考えています。 

これからもご一緒にそして元気に、こあじろの森くらぶの活動を続けていきたいと思います。  

会費の払込票を同封させていただきました。 

ぜひ、会員の更新をお願いいたします。 

年会費 1000円（7月～6月 入会金不要） 

郵便振替 記号番号 00290-6-137203 

加入者名 こあじろの森くらぶ 

小網代の森を守る会、小網代の森と干潟を守る会からこあじろの森くらぶに名前を変えて２年が過ぎました。 

２０１６年７月から２０１７年６月までのご報告をいたします。会場装飾も楽しんでいただけるように工夫を凝らしています。 

どうぞご参加いただき、くらぶのこれからのためにご指導下さいますようお願いいたします。 

日 時 2017年8月27日（日） 13:30～14:30 

会 場 南下浦市民センター ２階研修室 （三浦海岸駅徒歩１分） 

※ 天候が良ければ、議事終了次第に森歩きを楽しみたいと思います。秋の気配が漂い始めた森の空気は 

不老不死の妙薬、胸いっぱい吸い込んで、リフレッシュしましょう！ 

廣川ひで子様 

ご寄付をいただきました。大切に使わせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こあじろの森くらぶ通信 No.7 
2017 年 6 月 25 日発行 

こあじろの森くらぶ Koajiro Woods Club 
所在地：〒238-0101 三浦市南下浦町上宮田 1528-75 

連絡先：info@mori-club.com（高橋） 

 046-889-0067（仲澤） 

URL ：http://www.mori-club.com 

年会費：1000 円（7 月～6 月 入会金不要） 

郵便振替 こあじろの森くらぶ 00290-6-137203 

 

会員更新のお願い 

第 2回 こあじろの森くらぶ総会のお知らせ 

ご寄付ありがとうございます 

植物画展示風景 


